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小児リンパ系腫瘍にはグルココルチコイド（Glucocorticoid: GC）の 7 日間先行
投与に引き続き殺細胞性抗がん剤を投与する治療戦略がとられる。これまでの




抗性を示す悪性リンパ腫 Raji 細胞においては、GC の暴露を受けると薬剤取り
込みトランスポーターorganic cation/carnitine transporter 2 （OCTN2）の発現
が減弱することと、それに伴い Raji 細胞は抗がん剤への感受性が減弱すること
が示された。これらより、GC による治療で腫瘍細胞における OCTN2 の発現が
減弱することで細胞内に流入する抗がん剤量が減少し、結果としてリンパ系腫
瘍の治癒率が低下することが伺えた。審査会では、使用した細胞の種類が少ない、
実際に GC 治療後に Raji 細胞内の抗がん剤量が減少していることが示せていな







要なアイデアを提供する意義あるものと評価する。今後 GC により OCTN2 が
発現低下する機序を明らかにし、それを標的とした創薬開発にも期待が寄せら
れる。上記を鑑みて、本研究は学位授与に値すると判断する。 
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